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講師  鈴木秀彰 先生　僧侶、理学療法士

仏教から学ぶ
“人間力と経営力”

2026｜2｜1日～2｜28土一般社団法人日本医療経営実践協会 主催

すずき・ひであき●1978年、家業である寺院に生まれ、幼少期より仏
教の教えとともに育つ。20代から理学療法士として医療現場に立ち、
回復期病棟・アスリートリハビリ・終末期ケア・在宅医療・通所リハまで
幅広い領域で、延べ２万人以上の身体と心に向き合ってきた。その後
人材派遣会社のビジネス事業部にて、派遣スタッフ約100名のマネー
ジャー、さらに行政委託事業の現場責任者として約100名の統括管理
を経験。医療・福祉・ビジネス・行政の現場を横断して、「人が動く」「組
織が機能する」条件とは何かを体感的に学ぶ。2022年、再び仏教・医療
の世界へ回帰。“経営はお経を営むこと”という仏教的視座を手がかり
に、人・組織・事業の循環を整える専門家として活動中。

参加費  医療経営士（会員）……無料
医療経営士の皆様には視聴用アドレスを送付します

令和8年
新春特別
講演会

WEBオンデマンド配信
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営
者
や
管
理
職
、
医
療
組
織
の

リ
ー
ダ
ー
と
対
話
を
重
ね
な
が

ら
組
織
づ
く
り
、
人
材
育
成
に

携
わ
っ
て
い
る
。
鈴
木
氏
と
の

対
話
に
よ
り
離
職
率
の
低
下
、

採
用
コ
ス
ト
削
減
と
い
っ
た
成

果
を
出
し
て
い
る
企
業
も
少
な

く
な
い
と
い
う
。

２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬
改

定
は
26
、
27
の
２
年
度
平
均
で

＋
３
・
０
９
％
と
大
き
く
引
き

上
げ
ら
れ
た
。
物
価
高
騰
や
人

件
費
増
で
多
く
の
医
療
機
関
が

厳
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ
る
な

か
で
、「
こ
れ
で
一
息
つ
け
る
」

と
い
っ
た
声
も
聞
こ
え
る
が
、

さ
ら
な
る
機
能
分
化
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
内
容

で
も
あ
る
。
医
療
経
営
士
と
し

て
自
院
の
方
向
性
を
見
定
め
、

地
域
で
必
要
と
さ
れ
る
医
療
機

関
と
し
て
存
続
し
て
い
く
た
め

に
何
を
す
べ
き
な
の
か
を
判
断

し
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
ろ
う
。

鈴
木
氏
は
、
現
在
は
正
解
が

な
く
、
誰
も
が
疲
れ
て
い
る
時

代
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
判
断

の
質
が
問
わ
れ
て
い
る
と
話

し
、「
何
と
か
し
よ
う
と
力
が

帰
り
た
い
」
と
い
う
想
い
を
叶

え
る
こ
と
も
医
療
者
の
使
命
感

と
し
て
必
要
な
の
で
は
な
い
か

と
い
う
笹
岡
氏
の
講
演
は
多
く

の
方
に
ご
視
聴
、
ご
好
評
を
い

た
だ
い
た
。

今
年
の
講
師
は
僧
侶
で
あ
り

理
学
療
法
士
と
し
て
の
顔
も
持

つ
鈴
木
秀
彰
氏
。「
仏
教
か
ら

学
ぶ
〝
人
間
力
と
経
営
力
〟」

と
題
し
、
医
療
経
営
士
へ
向

け
、
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

家
業
で
あ
る
寺
院
に
生
ま
れ

た
鈴
木
氏
は
理
学
療
法
士
と
し

て
延
べ
２
万
人
以
上
の
身
体
と

心
に
向
き
合
っ
た
後
、
一
般
企

業
で
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
の

経
験
を
積
み
、
仏
教
・
医
療
の

世
界
へ
回
帰
。
そ
れ
ま
で
の
さ

ま
ざ
ま
な
経
験
を
活
か
し
、
経

今
回
で
14
回
目
を
数
え
る
新

春
特
別
講
演
会
（
２
０
２
０
年

ま
で
は
「
新
春
講
演
会
」）。
こ

れ
ま
で
に
医
師
や
病
院
経
営
者

の
ほ
か
、
文
化
人
や
宗
教
家

等
、
医
療
界
の
内
外
か
ら
講
師

を
招
き
、
経
営
の
手
法
や
ノ
ウ

ハ
ウ
で
は
な
く
医
療
経
営
士
の

視
野
を
広
げ
、
人
間
力
の
向
上

に
資
す
る
お
話
を
伺
っ
て
き
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
２
０
２
１

年
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と

な
り
、
昨
年
は
医
療
法
人
忠
恕

春
日
部
在
宅
診
療
所
ウ
エ
ル
ネ

ス
理
事
長
・
院
長
の
笹
岡
大
史

氏
を
講
師
に
迎
え
、「
人
間
力

を
生
か
し
た
在
宅
医
療
」
を
テ

ー
マ
に
ご
講
演
を
い
た
だ
い

た
。
病
気
を
治
す
こ
と
、
救
命

や
延
命
と
い
う
面
ば
か
り
に
注

力
す
る
の
で
は
な
く
、「
家
に

一
般
社
団
法
人
日
本
医
療
経
営
実
践
教
協
会
は
、２
月
１
日（
土
）よ
り

令
和
８
年
新
春
特
別
講
演
会
の
配
信
を
行
っ
て
い
る
。講
師
を
務
め
る

の
は
僧
侶
・
理
学
療
法
士
の
鈴
木
秀
彰
氏
。本
講
演
は
２
月
28
日（
土
）

ま
で
会
員
限
定
で
配
信
中
だ
。

令和８年
新春特別講演会

仏
教
の
本
質
と
医
療
経
営
の

結
び
つ
き
を
理
解
し
よ
う
！

｢仏教から学ぶ
“人間力と
経営力”」
鈴木秀彰氏

経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
で
は
な
く

本
質
を
伝
え
る
た
め
の
場

判
断
を
求
め
ら
れ
る
場
面
で

本
質
を
見
極
め
る
た
め
に
は

入
っ
た
り
、
正
解
を
急
ぎ
過
ぎ

る
と
判
断
の
質
が
落
ち
る
」
と

言
う
。「
身
体
が
整
う
と
心
が

整
う
。
心
が
整
え
ば
判
断
が
変

わ
る
。
判
断
が
変
わ
れ
ば
組
織

が
変
わ
る
」
と
説
く
鈴
木
氏
の

言
葉
は
、
僧
侶
と
し
て
、
ま
た

理
学
療
法
士
と
し
て
人
の
身
体

と
心
を
観
て
き
た
か
ら
こ
そ
の

説
得
力
を
持
っ
て
、
聞
く
人
の

心
に
届
く
は
ず
だ
。

新
春
講
演
会
は
２
月
末
ま
で

会
員
限
定
で
配
信
中
。
ぜ
ひ
ご

視
聴
い
た
だ
き
た
い
。

わかりやすい言葉で仏教の本質を説く鈴木氏



病院・介護給食経営改善
～どうする!? 未来～

入院時食事療養費のアップでは追いつかない!
病院・介護施設の給食経営改善への羅針盤

人手不足や高齢化、経費高騰
で問題山積の給食業務の解決
に向け、昨今の病院・介護給
食を取り巻く環境・問題から
クックチル、アッセンブリ、
ハイブリッドなど新しいシス
テム、献立作成、システム選
定、厨房設計の考え方と使用
機器、事例集…と幅広い内容
を掲載。給食運営の今後の方
向性を考えるための情報がつ
まった1冊です。

■監修：一般社団法人 ヘルスケアフードサービスシステム協会　■著者：株式会社ミールシステム ほか
■定価：3,300円（本体3,000円＋税）　■体裁：B5判／264ページ　
■発刊：2024年9月　■ISBN978-4-86729-344-7

【お問い合わせ先】株式会社日本医療企画　☎03-3553-2885　http://www.jmp.co.jp
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診療報酬本体の改定率が＋3.09％となった2026年度診療報酬改定。
2月14日に答申が出され全容が見えてきたが、医療の現場にいるメディカルスタッフはどう捉えているのだろうか。
看護師で医療経営士１級の寺島大悟氏、薬剤師で医療経営士２級の高橋照明氏のお二人に、現時点での私見を伺った。

メディカルスタッフの視点から見る
改定のポイントと医療経営士の役割

医療経営士に聞く2026年度診療報酬改定

医師との連携強化によって
ポリファーマシー対策を推進
IMSグループ横浜旭中央総合病院薬剤部係長　
薬剤師／医療経営士2級　高橋 照明

病院に勤務する薬剤師として、今回の改定で大きいと考えているの
は「病棟薬剤業務実施加算」の評価が見直されたことです。これまで、
同加算は１（週１回／120点）と２（１日につき100点）に分かれていた
のですが、今回新たに３段階となり、１では週１回で300点というこ
れまでの倍以上の点数がつきました。個人的にもここまで高い点数に
なるとは思っていなかったので、驚いたというのが正直なところです。
重要なのは、この加算１を算定するための要件として、「薬剤総合
評価調整業務及び退院時薬剤情報管理指導につき十分な実績を有し
ていること」とされている点です。これはポリファーマシー対策とし
て確実に成果を上げているかどうかが問われているということであ
り、明確にアウトカム評価が入ってきていると言えます。この「十分
な実績」という部分が実際にどの程度のハードルになるのかはまだ
わかりませんが、ポリファーマシー対策は必ずやっていかなければ
ならない問題ですし、今回の加算の有無にかかわらず、病院の薬剤部
門としてもしっかり取り組んでいく必要があると考えています。
実際に処方するのは医師ですので、薬剤師だけで進めるには限界

があります。今改定を機に、経営陣も巻き込み病院全体で取り組むと
いう合意を形成して進めていく必要がありますし、これまで以上に
医師との連携強化が求められます。そのためにも連携が取れる薬剤
師育成や、経営陣と折衝しながら設備投資を進め、いかに対人業務を
充実させるかが薬剤部門のマネジメントとして重要でしょう。
そのためには病院薬剤師の待遇面も課題です。ベースアップ評価
料はありますが、どうしても大手のドラッグストア等と比べると賃
金の面では厳しいのが現状。一人ひとりのモチベーションを上げて
いくためにも、上層部へも声を届けていかなければと思っています。

薬剤師の視点

多職種連携の中で問われる
看護師の専門性と業務の質
香里ケ丘有恵会病院看護部手術室師長
看護師／医療経営士1級　寺島 大悟

看護師として、やはり気になるのはベースアップ評価料のところ
です。特に今改定では夜勤の負担軽減・処遇改善についてしっかり評
価していただいたと感じています。ただ夜勤が評価されることはよ
いのですが、夜勤ができる／できないによって処遇に差が生じてく
るということについては、不公平が生じることのないよう、各職員に
対してしっかりと説明が必要になると思います。
また、今回看護職員のほかセラピストや管理栄養士等の多職種が
協働する場合に算定できる「看護・多職種協働加算」が新設されるな
ど、多職種で連携、協働していくという流れも加速している印象があ
ります。これは看護師側からの視点で言えば、これまで自分たちでや
らなければならなかった部分をそれぞれの専門職が担ってくれると
いうことです。“餅は餅屋”ではないですが、専門分野については専門
職の方にやっていただいたほうがクオリティも上がりますし、自分
たちも看護師としての職務に専念できますので、より看護の質を高
めていくことができます。もちろん、そのためには看護師としての専
門性をしっかりと上げていくことが求められますから、それに応え
ていく責任があると感じています。
現時点ではまだ答申をしっかりと読み込めていない状況です。ボ

リュームが膨大ですし、一通り目を通してポイントを見極めように
も日々の業務のなかでなかなか時間が取れず、というのが正直なと
ころです。改定に関する情報を整理し、各専門職に必要な情報を提供
していただけると、それぞれの部署で理解も深まりますし、病院とし
て何に取り組めばよいのかが明確になり、一体感を持って進められ
ると思います。経営部門の医療経営士の方にはそういった役割を期
待しています。

看護師の視点
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2040年を見据えた
持続可能な病院経営

3月号
好評
発売中

詳細・ご購入は
コチラ

最新情報を踏まえ新たな病院像を描く
「経営の時代」の羅針盤

2040年に向けて、地域医療を取り巻く環境は激変する。働き手を中心とした人口減少が急激に進む一方で、高
齢者は増加する。誰もが今まで経験したことがない社会の到来が、眼前に迫ってきている。新年のあいさつに立
った病院団体の代表者からは、この危機についての発言が目立った。2040年を見据えた持続可能な病院経営を
実現するためには、地域のインフラとして生き残る戦略・戦術が不可欠となる。

特集
環境対策、
コスト削減、
SDGs…
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第5回多摩研究会主催　2026年度診療報酬改定セミナー

医療経営士として押さえておくべき
診療報酬改定の枠組みとポイントを理解

支部N EW S 関東支部

2023年11月に東京都西部・多摩地域の
医療経営士をつなぐネットワークの拠点
づくりを目指して発足した、関東支部多
摩研究会（世話人代表：中野雄介氏・医療
法人社団永生会永生病院・みなみ野病院
統括事務部長／医療経営士２級）。これ
までもタイムリーな話題をテーマに研究
会を開催してきたが、第５回となった今
回は目前に迫った2026年度診療報酬改
定をテーマに研究会を企画した。講師に
は医療制度・政策に関する情報収集・発信
を行っているＨＣナレッジ合同会社代表
社員の山口聡氏を迎え、会場とオンライ
ンのハイブリッド形式での開催となった。
開催当日の朝、厚生労働省中央社会保
険医療協議会（中医協）で答申が出された
ばかりというタイミングもあり、会場・オ
ンラインで70名以上が参加、診療報酬改
定への関心の高さを伺わせた。
冒頭、医療制度政策の大きな流れにつ

いて「現在の医療政策には2040年という
ゴールがある」と話した山口氏。そのゴー
ルに向けて毎年の方針を示している「骨
太の方針」において具体的なKPIが設定さ
れており、その目標達成への流れのなか

に診療報酬改定もあるという枠組みを説
いた。そのうえで、糖尿病の診療継続率の
目標値を例に挙げ、「現段階でまだ目標達
成まで距離があるので、生活習慣病管理
料にテコ入れが入ってくる」とし、改定を
単独でみるのではなく、政策の大きな流
れを把握しておくことの重要性を述べた。
さらに、新たに始まる地域医療構想や
かかりつけ医機能報告制度にもふれなが
ら「一つの医療機関で完結する医療では
なく、地域のなかでの横のつながりで疾
病を管理していくという考え方が重要に
なってくる」と指摘し、改定の方向性を理
解するための土台を示した。

山口氏は今改定のポイントとして、各
医療機関は自院の機能の純化を通じて効
率性を高め、連携を促進することと、地域
で疾病管理をしていくことが求められて
いるという方向性を踏まえ、「今回から地
域別診療報酬が始まったと言えるのでは
ないか」と問題提起。調剤報酬において門
前薬局等立地依存減算が新設されたこと
にふれながら、地域差について考慮され
た内容となっていることに注意を促した。
続いて改定の具体的な内容について、

日本医療経営実践協会関東支部多摩研究会は2月13日（金）、八王子市学園都市センターにおいて2026年度診療報酬改定セミナ
ー「地域医療構想・かかりつけ医機能報告を踏まえた診療報酬・調剤報酬改定のポイント」を開催した。会場・オンライン合わせて
70名以上が参加した同セミナーの模様をお伝えする。

2040年のゴールに向けた
大きな流れの理解が不可欠

医療機関に求められる
機能の純化と連携の推進

セミナー当日に出た答申
内容も踏まえた山口氏の
詳細な解説は高い評価を
得た

全体を俯瞰しながら新設された加算や要
件の見直し等について解説を加えていっ
た山口氏。入院時食事療養費の引き上げ
をはじめ栄養に関する内容が多く含まれ
ている点や、医療DXに関連する内容も大
きく変わっていることなど、ポイントを
的確に整理。DXについては働き方改革
の視点からもふれ、点数のメリットだけ
でなく、若い職員の採用面から考えても
環境を整備しておくことが必要になるの
ではないかと私見を述べた。
その他、入院、外来・在宅、精神、調剤と、
それぞれの領域について解説を加えた山
口氏。終了後のアンケートでも参加者の
満足度は非常に高くなっており、企画の
タイムリーさと当日の答申内容も踏まえ
て講演いただいた山口氏の熱意が高い評
価を受けた研究会となった。



医療現場のコミュニケーション＆
ハラスメント対応スキルアップ研修

【お問い合わせ先】日本ヘルスケア経営学院  事務局（日本医療企画内）　☎03-3553-2862　https://hcmi-s.net/

講
座
概
要

日本ヘルスケア
経営学院

公 開 講 座

石井富美氏
（多摩大学医療・
介護ソリューション
研究所副所長）

講師 ❶ブランディングの鏡
❷医療現場のトラブル対応
❸医療現場のハラスメントの仕組みと対処法
❹コミュニケーションスタイルを知ろう
❺コミュニケーションスキルアップ

▶ 受 講 料：4,400円（税込）
▶ 講義時間：各10分程度（全5本）
▶ 受講期間：20日間

お申込みはコチラ➡

各10分のショート動画でスキマ時間を有効活用! WEB講座好評配信中

講
義
内
容
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日本医療経営実践協会  支部研究会スケジュール

開催日 開催
支部 テーマ 講師

2月19日（木）～
3月5日（木） 関西 診療報酬改定対策セミナー2026（オンデマンド）

古株靖久 氏（合同会社デロイトトーマツ／医療経営士2級） 
田中大地 氏（フリー株式会社キーアカウント戦略推進事業部
	 病院チームカスタマーサクセス長）

2月26日（木） 九州 医療経営士南九州支局研修会 
「2026年度診療報酬改定の要点解説ならびに病院での医療DX」 長 英一郎 氏（東日本税理士法人代表社員所長／医療経営士1級、医療経営指導士）

3月6日（金） 北海道 14th道北医療経営ネットワークセミナー 
人材難時代の医療経営～人的資本経営と外国人材活用の実践～

中尾高久 氏（医療法人健康会くにもと病院事務長） 
飯澤智子 氏（医療法人健康会くにもと病院病棟課長） 
藤原健祐 氏（小樽商科大学ビジネススクール）

3月7日（土） 関東 第5回山梨研究会 
「医療政策から読み解く病院経営の未来」

吉村健佑 氏（千葉大学医学部附属病院次世代医療構想センター特任教授） 
金城悠貴 氏（済生会神奈川県病院経営戦略課長／医療経営士2級） 
新谷直樹 氏（施設基準管理士関東信越部会会長、国立成育医療研究センター）

3月19日（木） 関西 “イチ”からわかる　病院経営オンライン塾 
第6回「お悩み相談コーナー」 古株靖久 氏（合同会社デロイトトーマツ／医療経営士2級）

3月20日（金・祝） 関東 第61回神奈川研究会 
「病院をつくろう」ボードゲーム大会

※地域住民の声と潜在患者数を把握し、地域に求められる病院を目指す
　経営シミュレーションボードゲームを参加者同士でプレイ

※日程等は変更になる場合があります。詳細は協会ホームページでご確認ください。

事務局掲示板 BOOKS

【登録内容変更のご案内】
https://www.jmmpa.jp/support/cat/

登録内容を変更する際のお手続きは
「マイページ」からの申請が便利です

住所・勤務先・氏名など、申請時の内
容から変更が生じた場合は、登録情報
の変更手続きが必要となります。協会
ホームページより「登録変更申請書」を
ダウンロードのうえ、必要事項を記載
してメールまたは郵送にてご送付くだ
さい。

「マイページ」をお持ちの方はページ
内の内容変更から手続きが可能です。

「マイページ」を初めて使用する場合に
はアカウントとパスワードのご登録が
必要となります。ご不明な点は、本協会
事務局までお問い合わせください。

【投稿に関するお問い合わせ先】
E-mail：info@jmmpa.jp

会報誌『理論と実践』投稿募集中
自分の声を会員に届けよう

当協会が発行している会報誌『理論と実践』
では、会員の皆さまからの投稿を募集してい
ます。日頃の職務における疑問や悩み、業務改
善へ向けたアイデア、病院経営や医療政策・制
度に関する論文や問題提起等、内容は自由で
す。採用原稿については薄謝を進呈いたしま
す。お気軽にご投稿ください。

2040年のヘルスケア業界を見据え
現在地からの最適ルートを探る

地域医療・介護の新たなカタチをデータから読み解く
『ヘルスケア業界データブック 2025』発刊

毎年好評を博している『ヘルスケア業
界データブック』の2025年版が3月上旬
に発刊される。ヘルスケア業界を取り巻
く不確実性は増幅し、医療・介護経営はか
つてない危機的状況に直面している今、
本書では、公的機関や医療機関が公表す
る各種データを体系的に整理・分析し、病
院・介護事業者が変革期を生き抜くため
に必要な持続可能な経営戦略の方向性を
提示する内容となっている。

構成は「分析編」と「データ編」の2部構
成。1部「分析編」では現在の制度や施策
の現状を中心にヘルスケア業界を概観し、
2部「データ編」では多様なデータから医
療・介護経営の現状と展望を示している。

本協会正会員の皆さまには、会員特典
として1冊贈呈される。3月上旬を目途に
協会より発送予定となっているので、今
後の医療経営の方向性を見定める羅針盤
としてお手元に置き、ご活用いただきた
い。

●監修・編集：
　株式会社日本政策投資銀行／
　株式会社日本経済研究所
●定価：3,520円（税込）
●体裁：A4判／並製
●発行：日本医療企画


